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＜再来患者様情報＞
・市川　真紀子様～診察時、20日間の不正出血があり、ソワソワ、ムズムズすると話される。採血実施し、その結果をみてから婦人科等受診するか検討することとしている。

・掛端　洋之様　～母より今後どうすればいいのか確認・相談のため、先生に直接話をしたいとの希望あり。主治医に確認し、8/12(木)11時～で調整。当日は

　　　　　　　　　母親と弟と父親の3人で来院予定。
・田代　榮一様　～診察にて薬物療法開始となり、しばらくは当院へ通院し落ちつけばかかりつけへ戻る予定としている。診察時本人へ説明用として作成した用紙は一応当院書式の診断書のところに保存。運転免許に関しては運転しないように説明し、もしも暴れた場合は警察へ相談するように主治医より説明している。
・小野　真由美様～診察の中で、苛々することが多く考えもまとまらず一方的な訴え多いことから、バルブロン酸開始し、今後、注意欠陥多動障害の薬物療法開始も検討していく。
・佐々木　章様　～診察の結果、断酒の入院加療を勧められるも通院を強く希望。節酒治療は適応外であるため、断酒の通院加療を行っていくこととなる。
飲酒をしての内服併用した場合、当院での治療の協力はできない事を伝えられる。また受診には家族付き添いで来るよう話しあり。
・藤本　京香様　～7/31（土曜）受診時本人よりナルコレプシーの検査を岩手医大でしたいと希望あり。入院しての検査となること医師から説明あり。次回外来8/21（土曜）までに田名部Drが直接岩手医大に検査入院予約をとり、診療情報提供書を作成する予定となっている。本人は入院検査日を８月下旬から９月上旬を希望されている。7/21（土曜）受診時本人へ診療情報提供書をお渡しする予定である。

・三浦　ゆきの様～7/31初診。盛岡心のクリニックより転医。クエチアピンが150mgから50mgにしてほしいとの訴えが強く、気分安定作用が不十分になり症状悪化する可能性があることを説明したがなおも50mgにしてほしいと訴えるため症状悪化の可能性を再度説明の上で減量となっている。

・和田　邦行様　～娘様から連絡あり、昨夜救急車で市民病院に搬送され入院している為、情報提供書を頂きたいとの事。救命センターでは「とくら」Drが担当医との事。高浸透圧高血糖症候群と肺炎を併発しているとの事。
・新堂　寿子様　～前回受診時も母様が送迎しているが、診察終わりの帰りに母様に対して「目ん玉をくりぬいて食べてやろうか！」と話して来ることがあった。また移動中も車の中で、足をばたつかせてることなどがあった。その後、本人が庭から目を見開いた状態で隣人宅を凝視する様な様子もあり、近隣住民からも恐怖を訴える連絡が、母様に入っている。その連絡の他にも近隣住民から早く入院させてくれなどの話もあり、次回受診時の際に直接主治医に入院の相談をしたいとの希望聞かれている。次回診察時には、自身も診察に入れるように、もう一人知り合いを連れて来院しようと思っているとの事であった。
何かあった際には、すぐに警察に連絡するように、安全に来院されるよう伝え終話している。
・新田　陽子様　～R3.7.31今川Drへ曜日変更の依頼があった事ご報告。

管理者へも報告し、金Drへ曜日変更希望のため今後の診療を依頼。

計画相談　カラーズ　溝江様へ連絡。8/28（土）の予約はこのまま受診頂き、以後の予約は月曜日（金Dr）で調整することお伝えしている。
＜新患予約状況・入院予定＞
8/6（金）
田名部Dr：山田　紘平様（精神）
馬渡Dr： 平山　八十美様（センター）
8/7（土）
田名部Dr：西野　陽斗様（精神）
安ケ平Dr： 
船場Dr：佐々木　明津子様（8/20馬渡Drにて入院前診察）

8/9（月） 
金Dr：北山　友子様（センター）
8/10（火） 
深澤Dr：西塚　富蔵様（再来）、西村　貞子様（センター）
8/11（水）
田名部Dｒ：大水　葉月様（精神）、川戸　隆聖様（精神）
金Dr： 赤坂　キミ様（精神）
8/12（木）

田名部Dr：
深澤Dr：下村　寬武様（再来）
＜医師のスケジュール確認＞
診察日
・垂水Dr： 8/9、8/23、9/6、9/20、10/18、11/1、11/15、11/22　※10/4は髙宮Dr代診
・今川Dr： 8/28、9/11
・東海林Dr：8/27
・金Dr:9/6、9/8休診
・深澤Dr：9/15、9/16、9/21、10/20、10/21休診
・馬渡Dr：8/17、9/17、9/21休診
＜通所・五福への導入・利用を開始したいケースの確認＞

五福
・関向　タツ様
通所

・関向　タツ様
＜連絡事項＞
■外来より
・コロナワクチン接種　現時点で接種券が届いている方対象

　8/10（火）　2回目接種予定
②8/24（火）42名、8/25（水）43名　

①8/18（水）、8/19（水）　　　予定
・部署懇談会の日時、8/25（水）17:15～18：15　場所はメンタル3階のサロン予定
・テレビ面会7/19～8/31中止

・認知症対応力向上研修10/23参加希望の方は8/14までに佐藤AOMへ

・8/20～毎週金曜日　菅野Drの診療開始（木曜日はあおぞらクリニック）
・入院中で1回目のコロナワクチン接種を行い、退院後に2回目実施する際は調整が必要
（佐藤　俊也様　8/11　11：00　2回目予定）
・大規模災害訓練9/22（水）13：30～16：00予定
・デエビゴ服用中の方で院長が指示した方々に対しアンケート記入を依頼していくこととなっています。本日から開始し、本日2名実施。治療開始前と治療後の書式2種類あり、診察室へ置いていますので、各自確認し指示があった場合は対応お願いします。

■通所より
・7/5～8/27まで作業療法士の実習生が来る予定（担当症例：繁名　和恵様（青陽館デイナイトケア）
原田　奈津紀様～８月２日、就労先の面接を受けてきたとのこと。ホテルグローバルビュー八戸の掃除業務であり、週3日、1日5時間の勤務、一般就労ではあるが面接の際に病名を伝えたと話している。採用となれば、8月中旬より就労開始であると話している。

関向　タツ様　～病院相談員より連絡がある。当院通院中の主病名　知的障害　75歳　女性　息子様の距離感も近く、息子様が些細なことで激昂してしまう自覚もある為、距離を置く為と本人の話し相手を作る為にデイケアの利用を検討しており、見学の調整依頼がある。8/11（水）10：30に当院外来で待ち合わせし、車での送迎で見学予定となる。

大下　良悦様　～８月４日昼食時、誤嚥し喉を詰まらせ顔色不良さが見られ背部叩打法・ハイムリック法を試み、少量の粘稠性の食物残渣吐物が有る。外来に報告し金医師来棟し診察を実施。徐々に呼吸が落ち着き始め発声が見られるようになり経過観察の指示となる。しばし休息を取った後普段同様にプログラムに取り組んでいる。
■五福より
・坂上　典子様　～先週は生理も重なり気分変動が強く、イライラ感や気分の落ち込みがひどかったとの事。頓服薬服用にも改善なし。周囲の音にも過敏になり、別室にて閉じこもっていたが、脱水症状になりかけた、と話す。息子様が宿題をやらないことにイライラがつのり、大声で怒ったり、母様とも口論となっている。息子様との関りについて、本人の意思も確認しながら一方的な押し付けにならないよう促している。また息子様より相談があるとのことで話を聞くと、「怒られたり嫌なことがあると、『死んでやる』とベランダに行ったり、コードで首を自分で締めようとしたりしてしまう。それが自分でも気になっていてどうすればいいですか」と話している。上記行動の際の心境について振り返り整理し、命にかかわる危険な行為をしてしまっている自覚はある為、まずは危険行為は絶対にしないことを約束している。親や学校、児相には自分から相談しにくいとの事で、相談を聞いてほしい時や上記行為をしそうな時は五福にも相談してもよいこと説明している。
・寺井　恵利子様～妹様が8/8、9と東京から帰省予定である為相談がある。

定期訪問予定である8/10(火)はお休みとし次回8/17(火)抗原検査施行してから訪問予定としている。
・江尻　紀子様　～施設スタッフより情報提供あり、「仙骨の部分の皮膚が硬くて本人が痛いと言っている」とのこと。本日状態確認すると、仙骨の下部に硬く黒色した皮膚みられている。本人へ問うと、痛くないけど引っかかる、と話している。発赤やびらん状態はない。臥床傾向との事であるため、施設スタッフへは日中の活動促しをお願いする。今後継続して皮膚状態の観察を行っていく。
・根岸　恵利子様～7/27.7/31の夕+VDSの忘薬あり、今回は「動けなくてとかではなく普通に忘れていた」との事。倦怠感は続いているが徐々に活動的にはなってきているとの事。気分的には抑うつ傾向で泣きたくなる時があると話す。物音への過敏な反応や現実感のない感覚は持続している。昼夜逆転も2～3回/週あり生活リズムの乱れあり。アカシジア症状はほぼ消失しているとのこと。今後は就労も視野に入れていくため、生活リズム改善に向けた日中の活動について検討し促している。また次回受診時に不眠時や気分変動時の頓服薬について主治医と相談してみるよう促している。
・福田　忠太様　～徐々に体調・ADLともに回復傾向であるが以前よりはADLは回復できていない状況。本日も午前中臥床し、起き上がりが困難で14：30にやっと昼食を摂取できている状態。 訪問時、疲労感を訴え依存的な言動も多く聞かれている。最近は水分680ml/日以上は摂取できているが排尿量が少なく下肢の浮腫が著明にある。下腹部経度膨満あり。体重測定行い管理していく。他バイタルサインの異常はない。
■センターより
　・特になし
■連携室より
・特になし
■検査より
・コロナウィルスの検査機器導入について検討中
■心理室より
・特になし
